
地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 両出
りょうで

農地整備事業

やつしろし

関係市町村 熊本県八代市 事業主体 熊本県

事業目的 本地区は、県営排水対策特別事業として、平成16年に第2両出排水機場を設置と

併せ幹線の排水路は完了しているが、末端の地区内排水路は土水路で、水路底が浅

く田面との高低差が小さいため、農地は常時地下水が高い状態にあり、地区全体に

わたり排水不良を来たしている状況にある。 また、用水路は整備されて40年以上

経過し、老朽化による漏水により末端では用水不足が生じている。 これに伴い、

施設の維持管理は増加しており、新規畑作物の導入の阻害要因となっている。

このため、本事業により用排水路・道路・客土・暗渠排水路の整備を行い、用水

不足の解消や農用地及び農業用施設の湛水被害を防止するとともに維持管理費の軽

減を図り、農業経営の安定を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

166ha 179戸 1,167百万円 平成26～31年度

主要工事 農業用用排水施設整備 22.9km、農道整備 6.7km

客土 25ha、暗渠排水 9ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

6,190百万円 3,170百万円 1.95 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：両出地区土地改良事業計画概要書（熊本県八代地域振興局農地整備課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業 はらいがわだいに

事 業 名 地区名 払川第２

農地整備事業

みやこのじょうし

関係市町村 宮崎県都城市 事業主体 宮崎県

事業目的 本地区は、かんしょ、さといも等の作付けに取り組むものの、地区内用水施設が

未整備な上、農地は南九州特有の乾燥しやすい火山灰土壌であるため、干ばつ被害

を受けやすく、用水確保に多大な労力を費やすなど、営農に支障を来たしている。

このため、国営かんがい排水事業と一体的に畑地かんがい施設の整備を行うとと

もに、農道整備による大型機械への対応等により、担い手への農地の利用集積によ

る更なる経営規模の拡大や生産効率の向上を進め、本地域の農業競争力の強化を図

るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

254ha 607戸 2,109百万円 平成26～33年度

主要工事 農業用用排水施設整備(畑かん) 254ha(45km)

農道整備 6.7km、客土(反転客土) 10ha

関連事業 国営かんがい排水事業 都城盆地地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

9,426百万円 7,137百万円 1.32 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：払川第２地区土地改良事業計画概要書（宮崎県農村計画課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　払川第２地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 徳之島北部
とくのしまほくぶ

農地整備事業

関係市町村 鹿児島県大島郡徳之島町 事業主体 鹿児島県
おおしまぐんとくのしまちよう

事業目的 本地区は、大島郡徳之島町の北部に位置し、農業を基幹産業とする畑作農業地帯

である。県営畑総事業及び団体営基盤整備事業により区画整理が実施され営農条件

は改善されたものの、離島という立地条件や降雨の偏りが大きく干ばつや台風によ

る塩害を受けやすいことから、天候頼みの不安定な農業経営を強いられている。

このため、本事業は、国営かんがい排水事業による基幹的水利施設の整備に合わ

せて、末端の畑地かんがい施設を整備することで、国営事業と一体化した効果の発

現を図る。これにより、農業の生産性の向上、農地の流動化による規模拡大と担い

手農家の育成を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

195ha 265戸 1,977百万円 平成26～33年度

主要工事 農業用用排水施設整備（畑かん）195ha（4km）

農道整備 1km、客土 20ha

関連事業 国営かんがい排水事業 徳之島用水地区

県営畑地帯総合整備事業 手々地区

県営畑地帯総合整備事業 山地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

6,247百万円 5,757百万円 1.08 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：徳之島北部地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農地整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　徳之島北部地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 兼久・大津川・瀬滝
か ね く ・ お お つ が わ ・ せ た き

農地整備事業

関係市町村 鹿児島県大島郡天城町 事業主体 鹿児島県
おおしまぐんあまぎちよう

事業目的 本地区は、徳之島の北部に位置し、農業を基幹産業とする畑作農業地帯である。

過去の畑総事業により区画整理が実施され営農条件は改善されたものの、水源が乏

しく、また年間を通じて畑作に必要な安定的な降雨が不足しているため、干ばつ被

害を受けやすく農業の生産性及び農業経営の安定に支障を来している。

このため、本事業は国営かんがい排水事業による基幹的水利施設の整備と一体と

なって末端の畑地かんがい施設を整備し、農業の生産性の向上を図ることにより農

業を期間とする本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

297ha 240戸 2,887百万円 平成26～33年度

主要工事 農業用用排水施設整備 （畑かん）297ha（27km）

農道 2km、客土 74ha、

暗渠排水 20ha

関連事業 国営かんがい排水事業 徳之島用水地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

8,863百万円 7,827百万円 1.13 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：兼久・大津川・瀬滝地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農地整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　兼久・大津川・瀬滝地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 木之香阿権
き の こ あ ご ん

農地整備事業

関係市町村 鹿児島県大島郡伊仙町 事業主体 鹿児島県
おおしまぐんいせんちよう

事業目的 本地区は、さとうきびを基幹作物として野菜類や飼料作物等を組み合わせた営農

を展開しており、地区内の基幹水利施設は、現在、国営かんがい排水事業により整

備されているものの、末端の畑地かんがい施設は未整備であることから、干ばつ被

害を受けやすく不安定な農業経営を強いられている。

このため、本事業により、国営かんがい排水事業と一体的に末端の畑地かんがい

施設の整備を行い、農業の生産性を向上させることで、本地域の農業競争力の強化

を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

133.4ha 154戸 1579百万円 平成26～33年度

主要工事 農業用用排水施設整備（畑かん）133ha （26km）

関連事業 国営かんがい排水事業 徳之島用水地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

7,831百万円 7,124百万円 1.09 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：木之香阿権地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農地整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　木之香阿権地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 正名
ま さ な

農地整備事業

関係市町村 鹿児島県大島郡知名町 事業主体 鹿児島県
ちなちょう

事業目的 本地区は、沖永良部島の西部に位置し、農業を基幹産業とする畑作農業地帯であ

る。過去の事業により区画整理が実施され営農条件は改善されたものの、水源が乏

しく、また年間を通じて畑作に必要な安定的な降雨が不足しているため、干ばつ被

害を受けやすく、農業の生産性及び農業経営の安定に支障を来している。また、地

区内の農道は砂利道で降雨の度に路面侵食が発生し、農産物輸送時の荷傷みや車両

の通行への支障が生じているとともに、路面補修等の維持管理に多大な労力を費や

している。

このため、本事業は、国営かんがい排水事業による基幹的水利施設の整備と一体

となって、末端の畑地かんがい施設を整備するとともに、農道の舗装整備を行い、

農業の生産性を向上させることで、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

136ha 172戸 1,484百万円 平成26～31年度

主要工事 農業用用排水施設整備（畑かん）136ha （19km）

農道整備 11km

関連事業 国営かんがい排水事業 沖永良部地区

畑地かんがい推進モデルほ場設置事業 正名地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,697百万円 4,235百万円 1.34 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：正名地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農地整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　正名地区



（別記様式２－２号）

地区別事業概要

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 四ヶ村
し か む ら

（水利施設整備事業）

関係市町村 富山県小矢部市 事業主体 富山県
お や べ し

事業目的 本地区は、富山県西部の小矢部市南部に位置し、一級河川旅川を取水源とし、四

ヶ村用排水路、茶ノ木用排水路及び苗加用排水路を経由して受益地へ用水を供給

し、水稲を主体とした営農が行われてる水田地帯である。

地区内の農業用用排水路は、造成後約50年が経過しており、水路本体のひび割れ

等による劣化や水路護岸の目地部の漏水に伴い流水機能が低下し、水管理に支障を

きたしている状況にある。

このため、農業用水の安定供給を図るため、農業用用排水路の機能保全を行うこ

とにより、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

526 ha 625 戸 1,440 百万円 平成26～31年度

主要工事 農業用用排水施設整備 6.5km

国営総合農地防災事業 「庄川左岸地区」

関連事業 国営附帯県営農地防災事業 「庄川左岸一期地区」

「庄川左岸二期地区」

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,738 百万円 4,557 百万円 1.03 総費用総便益比方式

概要図

別添のとおり

出典：土地改良事業計画概要書「四ヶ村地区」（富山県農村整備課作成）



概 要 図

農業競争力強化基盤整備事業（水利施設整備事業）四ヶ村地区

四ヶ村地区

【位置図】

主要地方富山戸出小矢部線

能越自動車道

国道８号線

国道４７１号線

北陸自動車道

一般県道西中大滝線

主要地方道坪野小矢部線

一般県道藤盛岡線

主要地方道砺波小矢部線

一般県道本町高木出線

一般県安養寺砺波線

四ヶ村用水路

受益地

計画路線

既設利用路線

高速道路

国道

県道

凡　　　　　　例




